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三
木
市
の
教
育
で
は
、「
主
体
性・協
働
性・

創
造
力
」の
三
つ
の
力
を
子
ど
も
た
ち
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
校
を
改
革
し
て
こ
ら
れ
た
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
元
校
長
の
西
郷
孝
彦

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、自
分
た
ち
の
学

校
で
ど
の
よ
う
な
改
革
が
で
き
る
か
を
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
市
内

６
校
の
中
学
校
生
徒
会
役
員
は
、自
分
た
ち

が
経
験
し
て
き
た
学
校
生
活
と
は
異
な
る
視

点
の
話
に
興
味
津
々
で
、自
ら
の
手
で
学
校

を
創
る
重
要
性
や
可
能
性
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、子
ど
も
の
権
利
条
約
や
意
見

表
明
権
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
は
、自
分

の
学
校
の
新
た
な

取
組
に
つ
い
て
プ

ラ
ン
を
立
て
て
発

表
す
る
な
ど
、
三

木
の
教
育
の
未
来

に
一
石
を
投
じ
る

機
会
に
な
り
ま
し

た
。

子どもたちの未来を支える子どもたちの未来を支える
全員参加の教育をめざして全員参加の教育をめざして
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　教育的課題が多様化・複雑化している昨今、子どもたちの主体性を高める　教育的課題が多様化・複雑化している昨今、子どもたちの主体性を高める
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に向けて考える「全員参加の教育」を進める必要があります。に向けて考える「全員参加の教育」を進める必要があります。
　そこで、教育センターでは昨年度から教職員の資質向上を目的とした講座　そこで、教育センターでは昨年度から教職員の資質向上を目的とした講座
に加えて、新たに児童生徒が自らの手で学校生活を創るためのディスカッに加えて、新たに児童生徒が自らの手で学校生活を創るためのディスカッ
ションや、保護者や地域の方を対象とした講座を実施しています。ションや、保護者や地域の方を対象とした講座を実施しています。
　今回はその取組の一部を紹介します。　今回はその取組の一部を紹介します。

▲西郷さんにアドバイスをもらい
　ながらディスカッションする生
　徒たち

　
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
児
童
生

徒
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。教
職
員
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、区
長
、学
校
運
営

協
議
会
委
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、関
西
外
国
語
大
学
教
授
の
新
井
肇
さ

ん
か
ら「
不
登
校
の
理
解
と
支
援
の
方
向

性
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
子
ど
も
た
ち
が

行
き
た
く
な
る
魅
力
あ
る
学
校
と
は
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、参
加
者
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
つ
な
が
り
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

出
て
き
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の「
つ

な
が
り
」を
重
視
し
た
学
校
に
し
て
い
く

こ
と
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、魅
力
あ

る
学
校
に
な

る
の
で
は
な

い
か
と
い
う

提
言
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

▲さまざまな立場の参加者がグル
　ープになって進めたディスカ
　ッション

　

読
む
こ
と
や
書
く
こ
と
に
困
難
さ
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
、学
習
活
動
や
学
校

生
活
に
辛
さ
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
、子

ど
も
た
ち
の
困
難
さ
と
向
き
合
い
、支
援

方
法
を
全
国
に
広
め
て
い
る「（
一
社
）読

み
書
き
配
慮
」代
表
理
事
の
菊
田
史
子
さ

ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
テ
ー

マ
に
、音
声
に
よ
る
文
字
起
こ
し
な
ど
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
具
体
的
な
方
法

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。教
職
員・

保
護
者
は
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
参
し

て
参
加
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
学
習
理
解
が

深
ま
り
、自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

▲菊田さんの講義を受ける教職員
　と保護者

教
職
員・保
護
者
が
参
加

教
職
員・保
護
者
が
参
加

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

子
ど
も
が
行
き
た
く
な
る
学
校
と
は

子
ど
も
が
行
き
た
く
な
る
学
校
と
は

私
た
ち
の
未
来
を
語
ろ
う
、未
来
を
創
ろ
う

私
た
ち
の
未
来
を
語
ろ
う
、未
来
を
創
ろ
う

\ 参加した方の声を聞きました /\ 参加した方の声を聞きました /

全員（子ども・教職員・保護者全員（子ども・教職員・保護者・・地域住民）参加の教育による課題解決地域住民）参加の教育による課題解決

教
職
員・保
護
者・地
域
住
民
が
参
加

教
職
員・保
護
者・地
域
住
民
が
参
加

・家族形態の変容 ・高度情報化
・価値観やライフスタイルの多様化 ・少子高齢化

・地域社会や地域住民同士のつながりの希薄化　など

学校が抱える課題はさらに複雑化・困難化

不登校児童生徒の増加

これらの課題を解決するためには・・・これらの課題を解決するためには・・・

特別に支援が必要な児童生徒の増加

社会や経済の急激な変化社会や経済の急激な変化
「
各
中
学
校
生
徒
会
役
員
同
士
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」

「
読
み
書
き
に
困
難
の
あ
る
児
童
生
徒

の
支
援
に
つ
い
て
の
講
義
」

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　フォーラムに参加して、
一人一人の子どもを見つめ
ながら、日々支援している
先生方の思いがよく分かり
ました。学校が抱えている
課題を地域住民と共有し、
共に考える場は必要です。
今後も積極的に教育に関
わっていきたいです。

　障がいのある子の勉強の助
けになるヒントがあればと思
い参加しました。今回は、子
どもの支援学級の担任の先生
も参加されており、セミナー
終了後に早速今後の子どもへ
のタブレットの活用について
打ち合わせすることができ
て、とても有意義でした。

　西郷さんのお話を
聞いて、絶対にでき
ないと最初からあき
らめるのではなく、
どうすれば実現でき
るかについて考え、
工夫していくことが
大切であると感じま
した。

地域住民の立場 保護者の立場保護者の立場 生徒の立場

主体的に学びに向かうことができていない子どもの増加 生徒指導上の課題の増加

教育にも影響が・・・教育にも影響が・・・

質的・量的にも教職員だけでは解決することが難しい状況に

・多様な教育ニーズ

文部科学省 中央教育審議会では、昨今の課題を解決していくために学校がより一層地域に開かれ、保護
者や地域住民などが学校運営に対する理解を深め、積極的に参画することで、子どもの教育に対する責任
を学校、家庭、地域と分担していくことが重要であると取りまとめられました。
　本市においても「全員参加の教育」を進め、子どもたちが多様な価値観や経験を持った大人と接すること
によってより厚みのある経験を積み、本当の意味での「生きる力」を定着させていきます。

全員参加の教育が必要

正
し
い
サ
ポ
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
変
わ
る

正
し
い
サ
ポ
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
変
わ
る

生徒の立場生徒の立場

区長協議会連合会区長協議会連合会

会会長　鷲尾孝司さん長　鷲尾孝司さん

吉川中学校生徒会吉川中学校生徒会

石田あおいさん石田あおいさん
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